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(1) 

△QRSを底面とし、 )0( axxPQ  とすると 22 xaQSQR   

△QRSの面積は、 )(
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1 22 xa  であるから、四面体 PQRSの体積 )(1 xV は 
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増減は右の通りで、
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a
x  において最大となるから、 

求める最大値は 32
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(2) 

△ BCDを底面とし、頂点 Aを、 BDを軸として回転させる。 

△ BCD、△ ABDは二等辺三角形である。 

 

BDの中点をM とし、 )0( axxMDBM  とすると 

 22 xaCMAM   

四面体 ABCDの体積が最大になるのは、高さが最大になるとき、 

すなわち、 AMC が直角であるときである。 

このとき、△ BCDの面積は 22222
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(1)より、 )(2 xV は
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